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カラーメーターSC-50μ
最小直径0.05ｍｍ（50μm）の微小面を測定。
電子部品(プリント基板・IC・電線)、織物、印刷物などの微小面の色管理に広く使用
されています。測定部分はモニタに拡大表示しますので、観察、焦点合わせが容易です。

光 学 条 件

接 眼 レ ン ズ
測 定 波 長 域
測 定 孔 径
測 色 条 件
光 源
画 像 出 力
モ ニ タ
試 料 台

安 定 性

電 源 容 量

本 体 寸 法・質 量

45°照明・０°受光
〔JIS Z 8722条件aに準拠〕
（照明角度可変45°～75°オプション） （反射測定）

有り／無し（いずれかご指定）
400～700nm　10nm間隔
φ0.05・φ0.1・φ0.2mm
A・C・D65・F6・F8・F10光の各2度及び10度視野
12V100W ハロゲンランプ（寿命約2,000時間）
CMOSカラーカメラ
マイクロメーター付
約200×200mm　位置微調整機構付
⊿Ｅ*ab の標準偏差0.02以内

（白色校正標準板を連続30回測定したとき）
単相100V　約5A
光学部：約幅36×奥行45×高さ56cm　質量約33kg 

（モニタ、データ処理用Windows®パソコン別途）

SC-WT カラーメーター
ISO規格に準拠した、紙の白色度を測定。
紙のISO白色度*1、不透明度*2を測定し、製紙業界で広く使用されています。
標準紙による紫外線光量調節機能付で、さらに、蛍光強度も測定可能です。

VC-2 カラーメーター
メタリック塗装を評価する変角測色。
メタリック塗装など、見る角度によって色み・明るさが変化する試料の評価に最適
です。反射と透過の両測定が可能です。試料台は3次元方向に角度セット可能な
ので、さまざまな角度での測定ができます。

光 学 条 件

測 定 孔 径
測 色 条 件
光 源
試 験 片 寸 法

安 定 性

電 源 容 量

本 体 寸 法・質 量

入射角：垂直方向±45°・水平方向±70°
受光角：入射角±10°を除き全角度（受光角は自動変角）
φ20㎜
C光2度視野又はD65光10度視野（いずれかご指定）
12V 50W ハロゲンランプ（寿命約2,000時間）
20×20～150×150mm
⊿Ｅ*abの標準偏差0.05以内

（光学条件45°-0°に固定し白色校正標準板を連続30回測定したとき）
単相100V　約3A
光学部：約幅65×奥行40×高さ39cm　質量約40kg
計測部：約幅30×奥行30×高さ18cm　質量約12kg

（データ処理用Windows®パソコン別途）

光 学 条 件
測 定 波 長 域
受 光 器
測 定 孔 径
測 色 条 件
光 源

安 定 性

電 源 容 量

本 体 寸 法・質 量

拡散光照明・0°受光 （反射測定）
400～700nm　10nm間隔
シリコンフォトダイオードアレイ
φ30mm
A・C・D65・F6・F8・F10・F11光の各2度及び10度視野
TM式キセノンフラッシュランプ（寿命約20万回）
⊿Ｅ*ab の標準偏差0.01以内

（白色校正標準板を連続30回測定したとき）
単相100V　約3A
光学部：約幅32×奥行40×高さ52cm 　質量約30kg
計測部：約幅23×奥行32×高さ14cm 　質量約4kg

*1ISO BR：ISO 2470, JIS P 8148のBrightness　*2ISO 2471, JIS P 8149

モニタ画面は上の印刷物の一部を100倍拡大表示したものです。

三刺激値直読  変角

分光  白色度

分光  微小面

*

カラーメーター

カラーメーターSC-T ・ SC-T45

SC-T

SC-T45

各機種の測定可能な表色系は P6 を参照ください。 各機種の測定可能な表色系は P6 を参照ください。

積分球方式と45°照明・0°受光方式をラインナップ。
SCシリーズは、クラス最高峰の高精度と、豊富な測定項目、多彩なグラフ表示機能に
より、厳密な色彩管理シーンで活躍している最上位モデルです。1台で反射と透過測
定ができます。

SM-T ・ SM-T45

SM-T45

SM-T

カラーメーター 
積分球方式と45°照明・0°受光方式をラインナップ。
SMシリーズは、三刺激値直読式の最上位モデルとして、測定精度の高さ、豊富な
測定項目、多彩なグラフ表示機能とコストパフォーマンスにより、あらゆる産業
分野でもっともポピュラーなスタンダードモデルとして広く使用されています。
1台で反射と透過測定ができます。

光学部

機　種

試験片

照明照明

45° 45°

受光

光学条件

測定方法

45°照明0°受光（45°： 0°） 0°照明0°受光 0°照明拡散光受光正反射光を除く（de:8°） 正反射光を除く（8°:de）正反射光を含む（di:8°） 正反射光を含む（8°:di）
拡散照明8°受光

透過測定反射測定
8°照明拡散受光

JIS 条件 条件a

JIS Z 8722: 2009「色の測定方法- 反射及び透過物体色」より

SC-T

条件ｃ 条件d

拡散光

8°8°

試験片

照明

受光
正反射光除く

拡散光

8°8°

試験片

照明

受光正反射光

8°8°

拡散光試験片

照明

受
光

正反射光

8°8°

拡散光試験片

照明外へ

受
光

正反射光

SM-TSC-T45・SM-T45・SC-50μ

型 式

測 光 方 式
測 定 孔 径
測 色 条 件
光 源

電 源 容 量

本体寸法・質量

安 定 性

SM-T SM-T45

光学
条件

反射測定

透過測定

計測部：約幅23×奥行32×高さ14cm　質量約4kg

Ｃ光2度視野及びＤ65光10度視野
12V 50W ハロゲンランプ（寿命約2,000時間）

単相100V　約2A
光学部：約幅28×奥行43×高さ23cm

質量約12.6kg
光学部：約幅30×奥行23×高さ54cm 

質量約14kg（透過ボックスも含む）

8°照明・拡散受光(8°：deと8°：diの切替測定)
〔JIS Z 8722 条件dに準拠〕
0°照明・拡散光受光（全光）
〔JIS Z 8722 条件fに準拠〕

TM式ダブルビーム方式
反射：φ30・15・5mm　透過：φ30mm

45°照明・0°受光
〔JIS Z 8722 条件aに準拠〕

0°照明・0°受光
〔JIS Z 8722 条件eに準拠〕
左右（45°）2方向照明方式

反射：φ50・30・12mm　透過：φ12mm

⊿Ｅ*abの標準偏差0.01以内
（白色校正標準板を連続30回測定したとき）

⊿Ｅ*abの標準偏差0.02以内
（白色校正標準板を連続30回測定したとき）

型 式

分 光 方 式
測 定 波 長 域
受 光 器
測 光 方 式
測 定 孔 径
測 色 条 件
光 源

安 定 性

電 源 容 量

本体寸法・質量

SC-T SC-T45

反射測定

透過測定

光学
条件 0°照明・0°受光

〔JIS Z 8722条件eに準拠〕

光学部：約幅30×奥行23×高さ36cm 　質量約14kg
計測部:約幅23×奥行32×高さ14cm 　質量約4kg

拡散照明・8°受光 （de:8°とdi:8°の切替測定）
〔JIS Z 8722条件cに準拠〕

A・C・D65・F6・F8・F10・F11光の各2度及び10度視野
12Ｖ 50Ｗ  ハロゲンランプ (寿命約2,000時間）

光学部:約幅27×奥行42×高さ23cm　質量約15kg
単相100Ⅴ　約2Ａ

⊿Ｅ*ab の標準偏差0.01以内
（白色校正標準板を連続30回測定したとき）

0°照明・0°受光
〔JIS Z 8722条件eに準拠〕

反射形回折格子
380～780nm 5nm間隔

MOSイメージセンサ 
TM式ダブルビーム方式

反射：φ30・15・5mm　透過：φ30mm

⊿Ｅ*ab の標準偏差0.02以内
（白色校正標準板を連続30回測定したとき）

凹面回折格子
400～700nm  10nm間隔

256チャンネルCMOSセンサ
左右（45°）2方向照明方式

反射：φ50・30・12mm　透過：φ30mm

45°照明・0°受光
〔JIS Z 8722条件aに準拠〕 

条件e

SC-T・SC-T45・SM-T45

条件f

拡散光
受光

試験片

照
明

試験片

照
明

SM-T

受
光

三刺激値直読

分　光
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カラーメーターSC-50μ
最小直径0.05ｍｍ（50μm）の微小面を測定。
電子部品(プリント基板・IC・電線)、織物、印刷物などの微小面の色管理に広く使用
されています。測定部分はモニタに拡大表示しますので、観察、焦点合わせが容易です。

光 学 条 件

接 眼 レ ン ズ
測 定 波 長 域
測 定 孔 径
測 色 条 件
光 源
画 像 出 力
モ ニ タ
試 料 台

安 定 性

電 源 容 量

本 体 寸 法・質 量

45°照明・０°受光
〔JIS Z 8722条件aに準拠〕
（照明角度可変45°～75°オプション） （反射測定）

有り／無し（いずれかご指定）
400～700nm　10nm間隔
φ0.05・φ0.1・φ0.2mm
A・C・D65・F6・F8・F10光の各2度及び10度視野
12V100W ハロゲンランプ（寿命約2,000時間）
CMOSカラーカメラ
マイクロメーター付
約200×200mm　位置微調整機構付
⊿Ｅ*ab の標準偏差0.02以内

（白色校正標準板を連続30回測定したとき）
単相100V　約5A
光学部：約幅36×奥行45×高さ56cm　質量約33kg 

（モニタ、データ処理用Windows®パソコン別途）

SC-WT カラーメーター
ISO規格に準拠した、紙の白色度を測定。
紙のISO白色度*1、不透明度*2を測定し、製紙業界で広く使用されています。
標準紙による紫外線光量調節機能付で、さらに、蛍光強度も測定可能です。

VC-2 カラーメーター
メタリック塗装を評価する変角測色。
メタリック塗装など、見る角度によって色み・明るさが変化する試料の評価に最適
です。反射と透過の両測定が可能です。試料台は3次元方向に角度セット可能な
ので、さまざまな角度での測定ができます。

光 学 条 件

測 定 孔 径
測 色 条 件
光 源
試 験 片 寸 法

安 定 性

電 源 容 量

本 体 寸 法・質 量

入射角：垂直方向±45°・水平方向±70°
受光角：入射角±10°を除き全角度（受光角は自動変角）
φ20㎜
C光2度視野又はD65光10度視野（いずれかご指定）
12V 50W ハロゲンランプ（寿命約2,000時間）
20×20～150×150mm
⊿Ｅ*abの標準偏差0.05以内

（光学条件45°-0°に固定し白色校正標準板を連続30回測定したとき）
単相100V　約3A
光学部：約幅65×奥行40×高さ39cm　質量約40kg
計測部：約幅30×奥行30×高さ18cm　質量約12kg

（データ処理用Windows®パソコン別途）

光 学 条 件
測 定 波 長 域
受 光 器
測 定 孔 径
測 色 条 件
光 源

安 定 性

電 源 容 量

本 体 寸 法・質 量

拡散光照明・0°受光 （反射測定）
400～700nm　10nm間隔
シリコンフォトダイオードアレイ
φ30mm
A・C・D65・F6・F8・F10・F11光の各2度及び10度視野
TM式キセノンフラッシュランプ（寿命約20万回）
⊿Ｅ*ab の標準偏差0.01以内

（白色校正標準板を連続30回測定したとき）
単相100V　約3A
光学部：約幅32×奥行40×高さ52cm 　質量約30kg
計測部：約幅23×奥行32×高さ14cm 　質量約4kg

*1ISO BR：ISO 2470, JIS P 8148のBrightness　*2ISO 2471, JIS P 8149

モニタ画面は上の印刷物の一部を100倍拡大表示したものです。

三刺激値直読  変角

分光  白色度

分光  微小面

*

カラーメーター

カラーメーターSC-T ・ SC-T45

SC-T

SC-T45

各機種の測定可能な表色系は P6 を参照ください。 各機種の測定可能な表色系は P6 を参照ください。

積分球方式と45°照明・0°受光方式をラインナップ。
SCシリーズは、クラス最高峰の高精度と、豊富な測定項目、多彩なグラフ表示機能に
より、厳密な色彩管理シーンで活躍している最上位モデルです。1台で反射と透過測
定ができます。

SM-T ・ SM-T45

SM-T45

SM-T

カラーメーター 
積分球方式と45°照明・0°受光方式をラインナップ。
SMシリーズは、三刺激値直読式の最上位モデルとして、測定精度の高さ、豊富な
測定項目、多彩なグラフ表示機能とコストパフォーマンスにより、あらゆる産業
分野でもっともポピュラーなスタンダードモデルとして広く使用されています。
1台で反射と透過測定ができます。

光学部

機　種

試験片

照明照明

45° 45°

受光

光学条件

測定方法

45°照明0°受光（45°： 0°） 0°照明0°受光 0°照明拡散光受光正反射光を除く（de:8°） 正反射光を除く（8°:de）正反射光を含む（di:8°） 正反射光を含む（8°:di）
拡散照明8°受光

透過測定反射測定
8°照明拡散受光

JIS 条件 条件a

JIS Z 8722: 2009「色の測定方法- 反射及び透過物体色」より

SC-T

条件ｃ 条件d

拡散光

8°8°

試験片

照明

受光
正反射光除く

拡散光

8°8°

試験片

照明

受光正反射光

8°8°

拡散光試験片

照明

受
光

正反射光

8°8°

拡散光試験片

照明外へ

受
光

正反射光

SM-TSC-T45・SM-T45・SC-50μ

型 式

測 光 方 式
測 定 孔 径
測 色 条 件
光 源

電 源 容 量

本体寸法・質量

安 定 性

SM-T SM-T45

光学
条件

反射測定

透過測定

計測部：約幅23×奥行32×高さ14cm　質量約4kg

Ｃ光2度視野及びＤ65光10度視野
12V 50W ハロゲンランプ（寿命約2,000時間）

単相100V　約2A
光学部：約幅28×奥行43×高さ23cm

質量約12.6kg
光学部：約幅30×奥行23×高さ54cm 

質量約14kg（透過ボックスも含む）

8°照明・拡散受光(8°：deと8°：diの切替測定)
〔JIS Z 8722 条件dに準拠〕
0°照明・拡散光受光（全光）
〔JIS Z 8722 条件fに準拠〕

TM式ダブルビーム方式
反射：φ30・15・5mm　透過：φ30mm

45°照明・0°受光
〔JIS Z 8722 条件aに準拠〕

0°照明・0°受光
〔JIS Z 8722 条件eに準拠〕
左右（45°）2方向照明方式

反射：φ50・30・12mm　透過：φ12mm

⊿Ｅ*abの標準偏差0.01以内
（白色校正標準板を連続30回測定したとき）

⊿Ｅ*abの標準偏差0.02以内
（白色校正標準板を連続30回測定したとき）

型 式

分 光 方 式
測 定 波 長 域
受 光 器
測 光 方 式
測 定 孔 径
測 色 条 件
光 源

安 定 性

電 源 容 量

本体寸法・質量

SC-T SC-T45

反射測定

透過測定

光学
条件 0°照明・0°受光

〔JIS Z 8722条件eに準拠〕

光学部：約幅30×奥行23×高さ36cm 　質量約14kg
計測部:約幅23×奥行32×高さ14cm 　質量約4kg

拡散照明・8°受光 （de:8°とdi:8°の切替測定）
〔JIS Z 8722条件cに準拠〕

A・C・D65・F6・F8・F10・F11光の各2度及び10度視野
12Ｖ 50Ｗ  ハロゲンランプ (寿命約2,000時間）

光学部:約幅27×奥行42×高さ23cm　質量約15kg
単相100Ⅴ　約2Ａ

⊿Ｅ*ab の標準偏差0.01以内
（白色校正標準板を連続30回測定したとき）

0°照明・0°受光
〔JIS Z 8722条件eに準拠〕

反射形回折格子
380～780nm 5nm間隔

MOSイメージセンサ 
TM式ダブルビーム方式

反射：φ30・15・5mm　透過：φ30mm

⊿Ｅ*ab の標準偏差0.02以内
（白色校正標準板を連続30回測定したとき）

凹面回折格子
400～700nm  10nm間隔

256チャンネルCMOSセンサ
左右（45°）2方向照明方式

反射：φ50・30・12mm　透過：φ30mm

45°照明・0°受光
〔JIS Z 8722条件aに準拠〕 

条件e

SC-T・SC-T45・SM-T45

条件f

拡散光
受光

試験片

照
明

試験片

照
明

SM-T

受
光

三刺激値直読

分　光
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8°:de / 8°:diの場合
〈8°照明拡散受光の例〉

正反射光を含まない（de） 正反射光を含む（di）

Ｂ Ａ Ｂ Ａ

人間は、光が当たった物体からの反射光（又は透過光）を眼で受け、色として判断しています。つまり、人間の眼が受ける光は光源
の分光放射量と物体の分光反射率を掛け合わせたものということになります。そのため、光源の分光放射量が少ない波長範囲
で物体の分光反射率（又は分光透過率）に差がある場合、掛け合わせた光に差があまりなく、色の違う2つの物体が同じ色に見え
る現象が起きることがあります。
この様に、周囲の環境（照明条件）が変化した場合、ある特定の光源下で二つの色が同じに見えることを条件等色（メタメリズム）
と言います。条件等色は分光測色計を使用して評価することが可能です。

色差式⊿E00は、CIEが2001年に推奨、CIE No.15:2004で
採用されました。色差知覚と相関性が得られるように
従来の色差式⊿E＊abから改善されています。
右図に各色差式の色識別だ円(色を見たとき同じ色だ
と識別する領域)を模式的に表わしました。
⊿E＊abは、色の彩度(グラフの原点が無彩色で離れるほ
ど彩度が高くなる)や色相(赤や緑、青等の視感覚の属
性)により色識別だ円が均等になっていません。
⊿E00は、CIELAB空間で低彩度領域の補正、明度と彩度
の重み付け係数の採用、青領域の色差補正を行い、よ
り色差知覚と相関性が得られるようになっています。

正反射光とは一般的にはつやと呼ばれます。同じ色を
持った物体でも、表面の状態の違いによって色の見え
方が異なります。積分球方式の測色計では、この正反
射光を含む・含まないの測定ができ、正反射光の強さ
の違いによる色の違いを評価することが可能です。

正反射光を含まない（de）
正反射光を含まない測定が可能です。つやを含めずに測定するため、
表面の状態によらない物体そのものが持つ色を測定することが可能
です。

正反射光を含む（di）
正反射光を含めた測定が可能です。つやを含めて測定するため、物体
の表面反射を考慮した色の測定をすることが可能です。

条件等色（メタメリズム）

⊿E00について

正反射光を含む・含まない

ＡとＢの分光反射率を見てみると・・・

室内（白熱電球）の下では同じ色に見える

CIELAB空間の色識別だ円の分布

室外（太陽光）の下では異なった色に見える AとBの分光反射率は400~500nmで大きな差がある。太陽光は
400nm~500nmにおいて充分な分光放射量があるため異なった色に
見えるが、白熱電球は分光放射量が少ないため同じ色に見える。

試験片

照明

受
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8°8°

試験片
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受
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8°8°

正反射光 正反射光

相
対
分
光
分
布

波長

相
対
分
光
分
布

波長

名　   称 計　算　式 解　　　説

x＝ X＋Y＋Z
X y＝ X＋Y＋Z

Y

L＊＝116(Y/Yn)1/3－16，a＊＝500〔(X/Xn) 1/3－(Y/Yn)1/3〕

b＊＝200〔(Y/Yn)1/3－(Z/Zn) 1/3〕

C＊
ab＝(a＊2＋b＊2) 1/2,hab＝arctan(b＊/a＊)

⊿E＊
ab＝〔(⊿L＊)2＋(⊿a＊)2＋(⊿b＊)2〕1/2

⊿H＊
ab＝k〔(⊿E＊

ab)2－(⊿L＊)2－(⊿C＊ab)2〕1/2

u’＝4X/（X+15Y+3Z）, 　v’＝9Y/（X+15Y+3Z）

L＊＝116(Y/Yn)1/3－16,　u＊＝13L＊(u’―u’n)  

v＊＝13L＊(v’―vn)

⊿E＊
uv ＝［(⊿L＊)2+(⊿u＊)2+(⊿v＊)2］ 1/2 

⊿E00＝［(⊿Ĺ /kL SL)2＋(⊿Ć /kCSC) 2＋

(⊿H́ /kHSH) 2＋{RT(⊿Ć /kCSC)(⊿H́ /kHSH)}］1/2

⊿E94＝［(⊿L＊/SL)2＋(⊿C＊
ab/SC) 2＋(⊿H＊

ab/SH) 2］1/2

⊿Ecmc＝［(⊿L＊/lSL)2＋(⊿C＊
ab/cSC) 2＋(⊿H＊

ab/SH) 2］1/2

SL：明度補正　SC：彩度補正　SH：色相補正

色相（H ）・明度（V ）・彩度（C ）

W10＝Y10＋800(0.3138－X10)+1700(0.3310－y10)

TW10＝900(0.3138－X10)－650(0.3310－y10)

B=0.847Z  

Ẃ =4B－3G=4×0.847Z－3G

IBR＝ΣF(λ)×R∞(λ) /ΣF(λ)

Op＝(100×R0)／R∞

WL＝L＊＋3 a＊－3 b＊

YI＝100(1.2769X－1.0592Z)／Y　(C光2°視野)

YI＝100(1.3013X－1.1498Z)／Y  (D65光10°視野)

⊿YI＝YI－YI0　

(YI：試験後の黄色度　YI0：試験前の黄色度)

⊿EAN＝40〔{0.23⊿Vy}2＋{⊿(Vⅹ－Vy)} 2＋

{0.4⊿(Vz－Vy)} 2〕1/2

L＝10Y1/2，a＝17.5(1.02X－Y)/Y1/2，

b＝7.0(Y－0.847Z)／Y 1/2，

⊿EH＝〔(⊿L)2＋(⊿a)2＋(⊿b)2〕1/2

NC＃＝5.5－log10〔ε(⊿E‡/DX10)/(0.015＋1)〕/log10(2)

NS＝5.5－log10(⊿DX/0.18415+1)/log10(2)

⊿E＊ab＝［(L1
＊－L2

＊)2＋(a1
＊－a2

＊)2＋(b1
＊－b2

＊)2］1/2

記　　号

XYZ, xyY, 

xy色度図

L＊a＊b＊, L＊ C＊h ab 
⊿L＊⊿a＊⊿b＊

⊿C＊ ab , ⊿H＊ab 
⊿E＊ab

L＊u＊v＊

L＊C＊h uv
u’  v’
⊿L＊⊿u＊⊿v＊

⊿C＊⊿H＊⊿E＊uv

⊿E00

(CIE DE2000)

⊿E94

(CIE1994)

⊿ECMC

 (ISO微小色差)

H　V / C

W10

TW10

B（紙:青色反射率） 

Ẃ

IBR

不透明度

WL（繊維）

   YI

⊿YI

Vx，Vy，Vz，

⊿EAN 

L a b

L C h

⊿EH 

Nc#

変退色グレー
スケール等級値

Ns
汚染グレー
スケール等級値

M（D65：C）

LSD

※

※

20.4＋C＊ab P＋6・e－C＊ab P/6 

三刺激値

L＊a＊b＊

（CIE LAB）

L＊u＊v＊

（CIE LUV）

色差式

マンセル

白色度

黄色度

黄変度

アダムス・

ニッカーソン

ハンター

条件等色
指数

（メタメリズム）

ISO標準
染色濃度

染色

堅ろう度

※はＣ光2度視野のみ

ISO 11664-1
ISO 11664-2
ISO 11664-3
JIS Z 8701
JIS Z 8722
JIS Z 8781-1
JIS Z 8781-2

ISO 11664-4
JIS Z 8730（廃止）

JIS Z 8781-4 

ISO 11664-5
JIS Z 8730（廃止）

JIS Z 8781-5

JIS Z 8730（廃止）

ISO 11664-6
JIS Z 8781-6

JIS Z 8721

ISO 17223
JIS K 7105（廃止）

JIS K 7373

旧 JIS Z 8729（廃止）

旧 JIS Z 8730（廃止）

旧 JIS Z 8729（廃止）

ISO 105-A01
JIS L 0808

JIS Z 8719

JIS L 0809

JIS L 1916

ISO 105-J02
JIS Z 8715
JIS L 1916

JIS P 8123（廃止）

JIS P 8149
ISO 2471

JIS P 8148
ISO 2470

代表的な表色系の種類

SC-50µ VC-2SC-WT

CIE（国際照明委員会）1931年決定の表
色系（2度視野）で、各表色系の基礎と
なっている（10度視野は1964年決定）。

CIE1976年推奨の表色系で、知覚的に

ほぼ均等な歩度をもつ色空間で、色差

測定に用いる。

CIE1976年推奨の表色系で色差測定、及

び照明関係の演色性の測定に用いる。

知覚される色差とのよりよい相関を得る
ためにCIEが2001年に推奨の色差式。

色相（H）・明度（V）・彩度（C）を表わ
すマンセル表色系による表示。

アダムスが提案した、知覚的に均等な
間隔をもたせた色差式。
VyはマンセルのV相当。

様々な染色試料に関してよりよい相関
を得るための色差式。

CIEが1994年に推奨の色差式。

ISO105による、CIEの推奨する白色度。

ISO105による、色み指数：－は赤みの白、＋は緑みの白。

白色度Bは紙の青色反射率

白色度W は́青色と緑色の反射率の差による。

紙及び板紙の白さの程度を示す。
ISO Brightnessとして知られている。

YIは、黄色度を表す指数。

⊿YIは、黄変度を表す指数。 

染色濃度を物理測定から定める方法。

繊維製品の染色堅ろう度等級の判定に
用いる。

ハンター表色系で古くから色差測定に
用いられている。

紙及び板紙の不透明さの程度を示す。

繊維製品の白色度。

条件等色対の条件等色度を表わす。
基準光（例D65光）で三刺激値が一致する

（またはほぼ等しい）試料対の、他の照明光
（例C光）に変えた時の色差。

規　　格SC-T
SC-T45

SM-T
SM-T45



Ⅲ. 色彩を極める。
カラーメーター、光学測定器

総合カタログ

仕様は、改善・改良の為予告なく変更することがあります。

 Ⅰ.

 Ⅱ.

 Ⅲ.

 Ⅳ.

耐候性を極める。

腐食性を極める。

色彩を極める。

過酷環境を極める。

促進耐候性試験機

腐食促進試験機

カラーメーター、光学測定器

産業分野別の試験機

スガ試験機株式会社  総合カタログ

2014年11月

(2023年８月改訂)

www.sugatest.co.jp
www.suga-global.com
Suga Test Instruments Co., Ltd.

本カタログに記載の仕様は改善・改良のため予告なく変更することがあります。本体の付属品・オプション品については、仕様書をご確認ください。

当社の製品は規格（JIS、ISO、ASTM 等）に基づいて製造しています。測定対象物の材質・形状・様々な光学特性により測定値が影響を受ける場合が

あります。ふさわしい測定方法については別途ご相談ください。


